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新型コロナウイルス感染症に関する対応について

日本消費経済学会会長
井上崇通

現在、各地、各方面で新型コロナウイルス感染症への対策として、イベント、講演、会合の自粛または中止が決定されてきています。３月に入りましたが、今後、さらに自粛の動きが大きくなると懸念されます。
　厚生労働省から発信された声明「イベントの開催に関する国民の皆様へのメッセージ」に準じ、本学会・部会でも同様の対応が必要と判断いたしました。
ただし、本学会では、来年度の全国大会での報告エントリーの条件として、前年の部会で報告することが義務づけられています。3月の部会を中止した場合、全国大会報告を目途として、この部会開催での報告を予定している会員の先生方の機会を奪うこととなります。結果として、全国大会の開催にも大きな影響を与える可能性が高いと判断します。
そこで、緊急に常任理事会をメール会議のかたちで実施させていただき、下記のような内容を本学会の方針として決定いたしました。

３月実施予定の部会を中止とした場合、４月以降に2019年度の部会の開催を認め、本部会での報告を全国大会の事前報告として認める。ただし、本年度の特例とする。開催名称は「2019年度第〇回〇部会（特例）」とする。

[bookmark: _GoBack]上記内容につきましては、すでに２月２７日付で各部会長にお送りしておりますが、各会員におかれましてもご了解いただきたいと思います。延長された部会開催時期につきましては部会ごとに異なりますので、部会からのご案内にてご確認いただきたいと思います。
４月以降、さらなる対応を考えなければならなくなる可能性もございますが、現段階では、このようなかたちで対応していただければと思います。
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